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◦�

こ
れ
か
ら
流
行
す
る
感
染
症
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

　

�　

こ
れ
か
ら
の
冬
期
、
子
ど
も
た
ち
が
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
感

染
症
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
）・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
で
す
。

　
【
予　

防
】

　
　

ま
ず
は
予
防
が
大
切
で
す
。

　

◇�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
予
防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
）

が
あ
り
ま
す
。
現
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
接
種
す
れ
ば
絶
対
に
か
か
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
病
を
予
防
し
た
り
重
症
化
を
予

防
す
る
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
13
歳
未
満
の
子

ど
も
に
は
、
１
回
接
種
よ
り
２
回
接
種
（
間
隔
２
～
４
週
間
）
の
方

が
有
効
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
と
相
談
し
、
流
行
期
に
入
る
前
、

12
月
中
に
は
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

◇�

流
行
期
間
中
は
、
帰
宅
時
等
に
手
洗
い
で
の
手
指
衛
生
を
こ
こ
ろ
が

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
咳
・
く
し
ゃ
み
で
感
染
が
広
が
る
の
で
、
咳
・
く
し
ゃ
み
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
感
染
対
策
と
な
り
ま

す
。
特
に
乳
幼
児
に
接
す
る
方
で
咳
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
マ
ス
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
【
対　

応
】

　

◇�

お
子
さ
ん
に
発
熱
・
咳
・
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
感
染
症
の
症
状
が
み
ら

れ
た
場
合
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

◇�

夜
間
に
発
熱
し
た
場
合
な
ど
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談
（
※
）［
毎

日
午
後
７
時
～
翌
朝
午
前
８
時
（
年
中
無
休
）、
土
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
は
午
後
３
時
～
翌
朝
午
前
８
時
］
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
看
護
師
・
小
児
科
医
師
か
ら
お
子
さ
ん
の
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
対
応
の
仕
方
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

※�

相
楽
東
部
は
電
話
の
区
域
が
隣
接
す
る
他
県
に
所
属
し
ま
す
の
で
、

＃
８
０
０
０
で
は
な
く
、
☎
０
７
５
・
６
６
１
・
５
５
９
６
に
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

保
健
所
の
感
染
症
対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

地
域
を
感
染
症
か
ら
守
る
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

　

◇�

相
楽
地
域
の
感
染
症
流
行
状
況
を
、
毎
週
、
山
城
南
保
健
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

HPhttp://w
w
w
.pref.kyoto.jp/yam

ashiro/ho-m
inam

i/

　

◇�

施
設
等
で
の
感
染
症
対
策
支
援
や
流
行
期
前
の
感
染
症
研
修
会
な
ど

も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

◦�

相
楽
東
部
の
子
育
て
世
代
や
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

　

�　

子
ど
も
は
皆
、
成
長
の
過
程
で
、
感
染
症
に
か
か
り
ま
す
。
多
い
の

は
、
保
育
園
な
ど
人
生
初
め
て
の
集
団
生
活
の
場
に
入
っ
た
最
初
の
年

で
す
。
け
れ
ど
も
、
し
ん
ど
い
時
期
が
続
く
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
は
、

感
染
症
に
か
か
る
た
び
に
自
分
の
力
で
た
た
か
い
免
疫
を
つ
く
り
、
そ

の
つ
ど
、
強
く
な
っ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
身
体
と
心
を
育
む
自
然
豊
か
な
相
楽
東
部
の

環
境
の
中
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
か
け
や
励
ま
し
が
親
子
に
と
っ

て
さ
ら
に
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
で
の
声
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

�　

保
健
所
と
し
て
、
市
町
村
・
相
楽
医
師
会
・
京
都
山
城
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
・
関
係
の
方
々
と
連
携
し
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　感染症から子どもたちを守るためのポイントについて京都府
山城南保健所・三沢あき子所長にお話をうかがいました。

　12 月に入ると肌で感じる空気も冷たくなり、いよいよ冬も
本番という感があります。
　今回は冬に流行する感染症等について、その予防方法等を
保健所長・３町村の保健師からご紹介いただきました。

感
染
症
か
ら
子
ど
も
・
高
齢
者
を
守
る�

～
保
健
所
長
・
保
健
師
に
聞
き
ま
し
た
～

山城南保健所・三沢所長



3

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
予
防

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
を
迎
え
ま
す
。
抵
抗
力
の
弱
く
な
っ
た
高
齢

者
は
特
に
要
注
意
。
高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
る
と
重
症
化
し
や
す
く
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
率
も
他
の
年
代
に
比
べ
高
い
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
危
険
性
を
知
っ
て
、
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
予
防
に
有
効
な
手
段
を
３
町
村
の
保
健
師
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

<予防が肝心>
予防法は老若男女問わず、正しい生活習慣にアリ！抵抗力をつけ、
予防しましょう。

高
齢
者
向
け

3町村保健師からひとこと

「段々寒くなってきました。
ストレッチや運動をしたり、
季節の食べ物をバランスよく
摂ったりして、免疫力を高め
ましょう。健康づくりや病気
に関する事などお気軽にご相
談ください。」
�（笠置町保健師 政所・野村）
�（和束町保健師 馬場・田島・坂井）
�（南山城村保健師 下村・桑田）

ス
ト
レ
ッ
チ
で
冷
え
症
予

防
と
免
疫
力
ア
ッ
プ
！

　

免
疫
は
体
温
と
深
く
関

わ
っ
て
い
て
、
体
温
が
１

度
低
く
な
る
と
免
疫
力
は

約
30
％
低
下
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
手
軽
に
家
庭
で
で

き
る
運
動
を
毎
日
続
け
る

こ
と
は
血
液
の
循
環
を
よ

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

律
神
経
の
は
た
ら
き
を
正

常
化
す
る
の
に
も
役
立
ち

ま
す
。
心
臓
か
ら
遠
い
手

足
の
末
端
部
分
は
血
が
届

き
に
く
く
、
特
に
冷
え
や

す
い
部
分
で
す
。
手
足
を

中
心
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
お

こ
な
い
、
冷
え
を
解
消
し

て
免
疫
力
も
高
め
ま
し
ょ

う
！ 

手
足
が
冷
え
て
寝

付
き
が
悪
い
と
い
う
人

は
、
お
風
呂
上
り
や
寝
る

前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が
お
す

す
め
で
す
。

保 健 師 の お す す め 運 動

下肢筋力を動かす冷え予防のストレッチです。
①足を伸ばしてすわり、両手を床について背筋を伸ばす。
②足先を水平に伸ばす。

手足のむくみ解消運動。両足を動かすので腹筋運動にもなり
ます。 
①仰向けに寝て、手足を天井に向ける。 
②手足を天井に向けたまま前後左右に揺らす。 
③しんどくならない程度に1分ほどおこなう。

体幹のバランスをとりながら、腹部・背部の筋肉を動かす運
動です。全身の血流が促されます。
①4つ這いになり、右手と左足を伸ばす。
②指先を見つめながら背筋を伸ばす。
③左右手足を入れ替えて、交互におこなう。 
※転倒に注意して無理のない範囲でおこなってください。 

【予防接種】
笠置町・和束町・南山城村では、
65歳以上の方は 1,500 円で予
防接種を受けることができます。
接種期間は 11 月 1 日（木）～
平成 31 年 1 月 31 日（木）ま
でとなっていますので、早めに受
けましょう。

③垂直に曲げる。（足先を天井に向ける）。
④②と③をゆっくり10回ずつ繰り返す。

※写真モデル：南山城村保健師 桑田

手洗い・うがい

適度な運動

十分な睡眠

水分補給

バランスの良い食事

室温・湿度管理

体に付着した風邪のウイルスを洗い
流すため、外出後は丁寧に手を洗い
ましょう。手洗い後は、清潔なタオ
ルで拭きましょう。

普段からの体力作りを心がけましょ
う。
室内でできる簡単な運動を毎日おこ
なうと良いでしょう。

乾いた喉にはウイルスが付着しやす
くなります。水分を補給し、喉の乾
燥と脱水を防ぎましょう。風邪予防
に最適なカテキンを多く含む緑茶を
飲むのがオススメ。

ビタミンやたんぱく質、カルシウム
を多く摂るように心がけましょう。

気温が下がれば体の外表面温度も下
がり、免疫力も低下し、湿度も下が
るので風邪を引きやすくなります。

体の抵抗力（免疫力）は眠っている
間に補われます。体をしっかりと休
ませて、体力の回復に
つなげましょう。



4

第64回和束町茶品評会および
平成30年度和束町優良品種茶園品評会
　８月 24 日（金）、グリンティ和束で第 64 回和
束町茶品評会が開かれ、煎茶 69 点 ･ てん茶 32 点
が出品されました。11 人の審査員により ｢煎茶の
部｣ ｢てん茶の部｣ でそれぞれ審査がおこなわれた
結果、下記のみなさんが入賞され 12 月２日（日）
に開かれる和束町茶業関係表彰式において表彰さ
れます。

　10 月 23 日（火）、平成 30 年度和束町優良品種茶
園品評会が開かれ、成木の部７点 ･ 幼木の部５点が
出品されました。９人の審査員により ｢成木茶園の
部｣ ｢幼木茶園の部｣ でそれぞれ審査がおこなわれ
た結果、下記のみなさんが入賞され 12 月２日（日）
に開かれる和束町茶業関係表彰式において表彰され
ます。

　佐川急便と京都府南部で営業するタクシー会社の山城ヤサ
カ交通は、人手不足の解消や業務効率化を図る目的で、人と荷
物を同じ車両で運ぶ「貨客混載事業」を笠置町ではじめました。
　山城ヤサカ交通のタクシー運転手が佐川急便の精華営業所
で荷物を受け、トランクに詰んだ状態で旅客運送業務と笠置町
へ荷物の配達をおこないます。不在の場合は営業所へ返却する
ほか、宅配物の集荷もおこないます。
　配達や集荷の合間には、ＪＲ笠置駅前やいこいの館前にタク
シーを停車し、通常の旅客運送業務（概ね午前 10 時頃〜午後
５時頃）もおこなっております。次の配達や集荷までの間、住
民や観光客の方もご利用いただけますので、運転手までお声掛
けください。
問合せ　笠置町総務財政課　☎ 0743・95・2301（代表）

タクシーが宅配と集荷「貨客混載事業」

タクシーに荷物を詰め込む様子

悠
悠久

・遊
遊び

・誘
お誘い

・Y
あなたと

ouの笠置町
　この度、笠置町において、温泉・キャンプ場・ボルダリング・カヌーなど木津川を利用したレジャースポットの活
用促進や、笠置寺の弥勒磨崖仏や後醍醐天皇行宮遺跡など歴史遺産などの観光資源を活かした観光まちづくりや、次
世代の環境車として電気自動車を利用した「お茶の京都・グリーン・スモール・モビリティ in 笠置町」の実証実験
を実施することになりました。観光客だけでなく住民の方もご利用いただけます。利用促進にご協力ください。
実証実験期間　11 月１日（木）～平成 31 年 3 月 29 日（金）まで
運行エリア　笠置大橋から南下部分の笠置町域に限る
使用車両　「トヨタ コムス」
　　　　　　　（電動小型一人乗り車両・原動機付き四輪）5 台
予約方法　事前申込み制となります。
利用時間　午前 10 時～午後 5 時帰着まで 
料　　金　2 時間：2,160 円（税込）
　　　　　4 時間：4,320 円（税込）
問合せ・予約・受渡場所
　　　　　天然温泉わかさぎ温泉　笠置いこいの館
　　　　　☎ 0743・95・2892（代表）　FAX 0743・95・2821
　　　　　休業日 第一と第三水曜日と年末年始 コムスに乗っている様子

笠置町

和束町

笠置町

煎茶の部
1 等 1 位 竹谷元也　（京都府知事賞）
1 等 2 位 畑広大　　（京都府茶業会議所会頭賞）
1 等 3 位 畑廣道　　（京都府茶生産協議会会長賞）
1 等 4 位 畑美里　　（山城地域農業振興協議会会長賞）

成木茶園の部
優秀賞 東本あき　（京都府知事賞）
優良賞 東本博利　（全国農業協同組合連合会京都府本部運営委員会長賞）
佳良賞 畑新悟

てん茶の部
1 等 1 位 田中清和　（京都府知事賞）

幼木茶園の部
優良賞 畑美梛未　（山城地域農業振興協議会長賞）
佳良賞 畑美代子（敬称略） （敬称略）
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　11 月 17 日（土）、住民向けの「伊根町日帰りツ

アー」をおこないました。和束町と伊根町は平成

25 年に「友好交流の推進に関する協定」を締結し

ており、和束町と同じ「日本で最も美しい村」連合

加盟町としてこれまで様々な交流をしてきました。

　今回は友好交流の町・伊根町への日帰りツアーと

して多くの方に参加いただき、当日は現地ガイドの

案内による舟屋散策や旬のぶりしゃぶの昼食、遊覧

船に乗船しての舟屋見学をしました。

　短い時間ではありましたが、伊根町を満喫するツ

アーとして皆さま満足されていました。

　11 月３日（土・祝）、田山花踊りが盛大におこなわれ

ました。

　田山生涯学習センターでの「愛
あ た ご

宕踊り」の後、子ど

もたちの入
い り は

端太鼓とホラ貝のリズムに合わせ、ササラ

を持った幼児が「ヤァーハァ」と

かけ声をかけ、諏訪神社に向けた

行列が進みます。諏訪神社では、

神
し ん ぶ ち

夫知の少年 大久保太
た い と

和君（小学

５年生）が大太鼓の上に乗って口

上を述べた後、奉納の踊りが次々

とおこなわれました。

（京都府指定無形民俗文化財）

　10 月 22 日（月）、皇居内で新嘗祭献穀献納式が執り
おこなわれました。
　新嘗祭は、その年に収穫された穀物などを天地の神々
に供え農作物の恵みに感謝する宮中恒例祭典の中でも重
要な祭

さ い し

祀の一つで、毎年各都道府県から献穀（米・粟）
が皇居に奉納されます。
　本年度は、京都府代表として植田宏さん（野殿）が精
米を、池田誠治さん（押原）が精粟を献納されました。
献納式後におこなわれた天皇皇后両陛下の御

ごえしゃく

会釈では、
三重県・奈良県・滋賀県・京都府を代表して、手仲村長
が４府県の今年の作柄状況について奏上をおこない、両
陛下から温かい労いのお言葉をいただきました。

新
に い な め さ い

嘗祭献穀献納式に参加

伊根町日帰りツアー

田山花踊り

左前列から　池田晏子さん、池田誠治さん、
　　　　　　植田宏さん、植田きぬ子さん

和束町

南山城村

南山城村

　南山城村消防団長の北久保浩司さんが、京都新聞
社主催の「平成 30 年度（第 36 回）府民の消防賞」
を受賞されました。これは、永年の京都府内での消
防活動に大きな功績のあった方々を表彰されるもの
で、32 年の長きにわた
り消防団活動に従事さ
れ、団長に就任した平成
20 年からは新時代に適
した消防団のあり方を常
に考え、消防団活動をお
こない易い環境づくりに
着手している点などが評
価されました。

府民の消防賞受賞

口上を述べる神夫知

舟屋散策の様子
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平成31年１月21日(月)　　
戸籍事務が電算化されます　　

　�　これまで広報で数回にわたっておしらせしてきた戸籍事務の電算化がいよいよスタートします。

　�　今回の電算化によって、文章だった記載内容が項目化されて見やすい戸籍になり

ます。また、届出から証明書発行までを効率よく処理することができます。

◆現在の戸籍は「平成改製原戸籍」となります。
　現在の戸籍はそのままデータ化され、「平成改製原戸籍」として 150年間保存されます。
　�　電算化後の新しい戸籍には、婚姻や死亡等によりすでに戸籍から除かれている方や、離婚や離縁など

の一部の事項が記録されませんので、その除かれた事項等の記載が必要な場合には「平成改製原戸籍」（手
数料１通 750 円）をご請求ください。除籍や原戸籍については３月上旬に運用を開始しますので、そ
れまでは今まで通りの様式で発行します。	

◆戸籍の附票も電算化されます
　�　戸籍の附票とは、その戸籍ができてからの住民登録の異動を記録したものです。電算化後の戸籍の附

票には、電算化された時点での現住所のみを記録し、その後の異動を追加して記録していきます。これ
までの戸籍の附票は「改製原附票」として５年間保存されます。（手数料１通 300 円）

◆本籍の地番表示が一部変わります
　　本籍で「○○番地の○」という地番表示については、電算化後の戸籍では以下の表示に統一されます。

　　例）　　　　  紙戸籍　　　　　　　　　　　　電算化後の戸籍
　　　　　　「○○番地の○」　　　　　　　　　　「○○番地○」	

　　これらは表示が変わるだけであって、本籍地番が変更されるということではありません。		
	
　正確かつ迅速な窓口サービスの提供を目指しますので、ご理解とご協力をお願いします。

笠置町税住民課 戸籍担当　☎ 0743・95・2301（代表 )

笠置町

変　更　項　目 今までの証明書 電算化後

名　　　　　称
戸籍謄本 戸籍全部事項証明書

戸籍抄本 戸籍個人事項証明書

様　　　　　式
Ｂ４判横長（２つ折り）

Ａ４判縦長
Ｂ５判縦長

書　　　　　式 縦書き（文章体） 横書き（項目化）

用　　　　　紙 白紙 改ざん防止用紙

公　　　　　印 朱肉印 電子印（黒色）

手 　 数 　 料 450 円 450 円（変更なし）

◆電算化後は下記のように変更されます。
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償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
平
成
31
年
１
月
31
日

（
木
）
ま
で
に
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有
状

況
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど

を
経
営
し
て
い
る
人
が
、
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
保

有
し
て
い
る
資
産
で
、
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な
ど
の

こ
と
で
す
。

※�

申
告
用
紙
は
、
左
の
問
合
せ
先
窓
口
に
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

前
年
度
に
申
告
し
た
方
に
は
12
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃

に
申
告
用
紙
等
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
平
成
31
年
１
月
11
日
（
金
）

ま
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
税
財
政
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
３
（
直
通
）

　全ての人が生まれながらに基本的人権を持っていることを初めて公式に認めたのが世界人権宣言です。
　第２次世界大戦の深い反省と、こうした悲劇を二度とくりかえさないように「世界人権宣言」が採択され
ました。
　今年は世界人権宣言が採択されて 70 周年の節目の年です。この機会に「平和」と「人権」の意味を考え
てみてください。

　身近な人権について考え、障がい者についての理解を深めてもらうため、和束町では、12 月７日（金）
午前 7 時 30 分から和束町白栖橋交差点付近で、啓発物品を配布し街頭啓発活動をおこないます。

　より多くの人達が人権問題への理解と認識を深め、人権のまちづ
くりにつなげていくことを目的に、和束町では和束町人権を考える
集いを 12 月８日（土）午前９時 30 分から和束町人権ふれあいセン
ター２階で開きます。
　１部では、町内の小・中学生による人権作文発表がおこなわれます。
　２部では、テレビやラジオで活躍中のサニーフランシスさんをお
招きし、「人権と向き合う」をテーマに、インドと日本の異なる文化
や生活習慣の違いからうまれる偏見や、外国人差別について語って
いただきます。
　和束町内外を問わずぜひお越しください。

世界人権宣言70周年

和束町 人権週間・障害者週間に伴う街頭啓発

第18回 和束町人権を考える集い

固
定
資
産
税
の

　

償
却
資
産
申
告
は

�
１
月
31
日
ま
で
に

講師のサニーフランシスさん
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
45
　「
冬
に
気
を
つ
け
る
べ
き
生
活
習
慣
」

　

冬
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
血
管
の
病
気
が
起
こ
り
や
す
い

季
節
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
一

度
起
こ
し
て
し
ま
う
と
後
遺
症
が

残
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
命
を

失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

リ
ス
ク
の
あ
る
人
（
高
血
圧
・
高

脂
血
症
・
糖
尿
病
・
喫
煙
な
ど
）

は
日
常
生
活
か
ら
十
分
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
冬
は
気
温
が
下
が
り
、
体

の
抹
消
血
管
が
収
縮
す
る
こ
と
に

よ
り
、
血
圧
が
上
昇
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
高
血
圧
で
治
療
し
て

い
る
方
で
は
、
冬
場
は
目
標
と
す

る
血
圧
を
達
成
す
る
た
め
に
降
圧

薬
の
量
や
種
類
を
増
や
す
こ
と
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
冬
の
脱
水
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。
夏
場
は
暑
く
て
喉
も

渇
く
た
め
、
誰
で
も
積
極
的
に
水

分
を
摂
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
冬
は
汗
を
か
か
な
い
、

ト
イ
レ
が
近
く
な
る
（
特
に
高
齢

者
に
多
い
で
す
）
な
ど
の
理
由
で

あ
ま
り
水
分
を
摂
ろ
う
と
し
ま
せ

ん
。
で
す
が
こ
れ
は
大
変
に
危
険

な
こ
と
で
す
。
冬
場
の
室
内
は
、

暖
房
器
具
な
ど
に
よ
り
と
て
も
乾

燥
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
不ふ

か
ん感

蒸じ
ょ
う
せ
つ泄（

知
ら
な
い
間
に
失
う
水
分
）

が
増
え
ま
す
。
私
は
毎
日
体
重
を

測
っ
て
い
ま
す
が
、
冬
場
で
は
寝

る
前
と
起
き
た
後
で
約
0.5
㎏
は
体

重
が
減
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
寝

て
い
る
間
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１

本
分
の
水
分
を
失
っ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

冬
の
明
け
方
に
脱
水
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
脳
梗
塞
を
起
こ
す
と

い
う
パ
タ
ー
ン
は
と
て
も
多
い
の

で
、
寝
る
前
に
は
し
っ
か
り
水
分

補
給
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
つ

い
て
で
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と

は
急
激
な
温
度
差
に
よ
る
血
圧
変

動
の
こ
と
で
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
高
齢
者
の
家
庭
内
事
故
は

年
々
増
え
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

寒
い
冬
は
熱
い
お
風
呂
に
入
り
た

い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
寒

い
脱
衣
所
か
ら
の
急
な
入
浴
は
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
・
溺
水
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
冬
場
に
気
を
つ
け
る
べ

き
生
活
習
慣
に
つ
い
て
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

健
康
に
気
を
つ
け
て
寒
い
冬
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

木
津
川
市 

岡
田
医
院

岡
田
有
史

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30 分〜

午後０時30 分
診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
１月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
１月 1 日（火・祝） 内科
１月 2 日（水・祝） 内科
１月 3 日（木・祝） 内科
１月 6 日（日） 内科
１月 13 日（日） 内科
１月 14 日（月・祝） 内科・小児科
１月 20 日（日） 内科
１月 27 日（日） 内科・小児科

※ �12 月分については広報れんけい 11 月号をご
覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

平成 30 年度 年末年始の救急医療体制について
12 月 29 日（土）～平成 31 年１月３日（木）

　救急医療は時間外診療ではありません。体調が思わしくない時は、早めに ｢通常の診療時間内｣ 受診を心がけ、救急医療の
適正な利用にご理解とご協力をお願いします。
診療科目 診療日 診療時間 備考

内科系 12 月 29 日（土）
～

  1 月  3 日（木）

午前 8 時 30 分
～

午後 2 時 30 分

左記時間以外は、対象の方のみの受入れとなっています

1. 救急車で搬送されてくる重篤な方

2. 慢性疾患で当院に定期的に通院中で、その症状が悪化した方

3. 診療所等で当院での緊急受診が必要と判断され、紹介状をお持ちの方

外科系 全日

小児科
12 月 30 日（日）

～
  1 月  3 日（木）

全日 12 月 29 日（土）は輪番制で学研都市病院（☎ 0774･98･2123）が対応

※緊急手術や重症患者さまの対応等により、診察ができない場合がありますので、必ず事前に電話連絡の上受診してください。

問合せ　木津川市木津駅前一丁目 27 番地　京都山城総合医療センター　☎ 0774･72･0235

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

伊
賀
市･

笠
置
町･

南
山
城
村

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制
で
お
応
え

し
ま
す
。

※
通
話
料
・
相
談
料
は
無
料
で
す
。

◇�

電
話
が
つ
な
が
り
ま
し
た
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お

名
前
・
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
内
容
に
応

じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
ご

相
談
で
き
ま
す
。

◇�
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
援
助
費
の
う

ち
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
（
平
成
31
年

２
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
習
に
必

要
な
文
房
具
や
靴
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
や
通
学
用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
31
年
４
月
に
連
合
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対

し
、「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
に
支
給
し

ま
す
。

①�

来
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い
る

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
で

す
。

⑴�

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山
城
村
の
い
ず

れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵�

お
子
さ
ん
が
平
成
31
年
４
月
に
連
合
立
の
小
学
校
（
笠
置

小
学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山
城
小
学
校
）
に
入
学
予
定

の
方

⑶
次
の
①
～
⑨
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け
た
が
、
な
お
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
方

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
か
、
又
は
減
免
を
受
け
て

い
る
方

③
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
減
免
又
は
徴
収
の
猶
予
を
受

け
て
い
る
方

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

⑥
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

⑦
職
業
安
定
所
登
録
の
日
雇
い
労
働
者
の
方

⑧
民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認
め
る
状
態

に
あ
る
方

⑨�

①
～
⑧
に
は
該
当
し
な
い
が
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
平

成
29
年
度
中
に
比
べ
て
平
成
30
年
度
の
収
入
が
減
少
し
、

認
定
基
準
以
下
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
手
続

◆
申
請
場
所
…
…�

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
・
入
学

予
定
の
小
学
校

◆
受
付
期
間
…
…�

12
月
20
日
（
木
）
～
平
成
31
年
１
月
18
日

（
金
） 

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始
休

業
日
（
平
成
30
年
12
月
29
日
〜
平
成
31
年
１
月
３
日
ま
で
）

は
、
休
み
で
す
。）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

⑴�

相
楽
東
部
広
域
連
合
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書
（
申
請
書

は
連
合
教
育
委
員
会
及
び
入
学
予
定
の
小
学
校
に
あ
り
ま

す
。）

⑵
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

⑶�

就
学
援
助
費
の
振
込
先
の
保
護
者
様
の
口
座
が
わ
か
る
普

通
預
金
通
帳
な
ど

⑷
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
な
ど

※�
今
回
、
入
学
前
支
給
の
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
４

月
以
降
に
平
成
31
年
度
の
就
学
援
助
を
申
請
し
、
４
月
か

ら
の
認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、
入
学
後
の
７
月
頃
に
就
学

援
助
費
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

今
回
の
申
請
で
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
改
め
て
平
成

31
年
度
の
就
学
援
助
の
申
請
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

学
用
品
費
な
ど
は
７
月
頃
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
・
支
給
日

◆
支
給
額
…
…
４
０
，６
０
０
円
（
定
額
）

◆
支
給
日
…
…
平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）（
予
定
）

◆
支
給
方
法
…
…
保
護
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
（
小
学
校
分
）

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　

笠
置
小
学
校

　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
０
４
６

　
　

和
束
小
学
校

　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
０
７
２

　
　

南
山
城
小
学
校

　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
３
７
３
０

②�

平
成
30
年
度
就
学
援
助
費
受
給
者
で
小
学
６
年

生
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
30
年
度
就
学
援
助
制
度
の
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る

小
学
６
年
生
の
保
護
者
様
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
中
学
校
入

学
後
に
支
給
し
て
い
た
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を

入
学
前
（
平
成
31
年
２
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

⑴�

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山
城
村
の
い
ず

れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵�

お
子
様
が
平
成
31
年
４
月
に
相
楽
東
部
広
域
連
合
立
中
学

校
（
和
束
中
学
校
・
笠
置
中
学
校
）
ま
た
は
京
都
府
立
中

学
校
に
入
学
予
定
の
方

⑶�

申
請
す
る
日
に
「
平
成
30
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給

認
定
を
受
け
て
い
る
方

申
請
手
続　

手
続
は
不
要
で
す
。

支
給
額
・
支
給
日

◆
支
給
額
…
…
４
７
，４
０
０
円
（
定
額
）

◆
支
給
日
…
…
平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）（
予
定
）

◆
支
給
方
法
…
…�

現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
就
学
援
助
費
と
同

じ
方
法
で
支
給
し
ま
す
。

注
意
事
項

⑴�

平
成
31
年
３
月
末
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合

や
私
立
学
校
等
へ
就
学
す
る
場
合
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
の
支
給
対
象
外
で
す
。
受
給
さ
れ
た
と
き
は
、

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

⑵�

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
小
学
６
年
生
で
受
給
し
た

方
は
、
中
学
１
年
生
で
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑶�

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
ご
希
望
で

な
い
方
は
、
平
成
31
年
１
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給
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笠
置
町
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練

及
び
火
災
予
防
啓
発
活
動

　

11
月
18
日
（
日
）、

笠
置
町
消
防
団
に
よ

る
消
火
訓
練
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、

笠
置
町
運
動
公
園
内

で
法
面
火
災
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

笠
置
町
は
山
林
が

多
く
あ
る
た
め
、
火

災
に
対
す
る
認
識
や

訓
練
が
非
常
に
重
要

と
な
り
ま
す
。
訓
練

に
あ
た
っ
た
全
団
員

が
地
域
を
守
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
真

摯
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
火
訓
練

終
了
後
は
、
全
戸
訪

問
に
よ
る
火
災
予
防

啓
発
活
動
を
お
こ
な

い
、
住
民
の
防
火
意

識
向
上
に
尽
力
し
ま

し
た
。

平
成
30
年
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

「
年
の
瀬
は

　
　

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
で

�

事
故
防
止
」

　

12
月
１
日
（
土
）
～
20
日
（
木
）
ま
で
の
20
日
間
は
年

末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

◦
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
！

　

笠
置
町
で
は
期
間
中
、
国
道
１
６
３
号
線
沿
い
に
、
交

通
安
全
運
動
に
係
る
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
お
こ
な
う
ほ

か
、
随
時
、
防
災
行
政
無
線
で
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　

和
束
町
で
は
12
月
３
日
（
月
）、
午
前
７
時
30
分
～

８
時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
、
年
末
の

交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま

す
。

　

南
山
城
村
で
は
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
啓
発
、
電
光
掲

示
板
で
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主
催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　

和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

笠
置
中
学
校
と
和
束
中

学
校
に
よ
る
合
唱
交
流

　

10
月
26
日
（
金
）、
南
山
城
村 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
に
て

笠
置
中
学
校
文
化
祭
が
開
か
れ
、
今
年
も
和
束
中
学
校
の

全
生
徒
が
参
加
し
て
、
合
唱
交
流
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
で
は
、
小
小
連
携
・
中
中
連
携
・

小
中
連
携
等
、
管
内
学
校
間
の
交
流
学
習
や
合
同
学
習
を

実
施
し
、
相
互
支
援
や
切
磋
琢
磨
に
よ
る
学
校
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
両
校
に
よ
る
合
唱
交
流

は
、
中
中
連
携
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

当
日
、笠
置
中
学
校
は『
ふ
る
さ
と
』を
課
題
曲
と
し
て
、

四
部
合
唱
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
が
十
分
発

揮
さ
れ
た
熱
唱
に
、和
中
生
も
大
き
な
拍
手
で
す
。
一
方
、

和
束
中
学
校
も
、
負
け
じ
と
、
学
年
ご
と
に
、
聴
き
ご
た

え
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
を
終
え
、
和
中
生
が

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
を
退
出
す
る
際
、
笠
中
生
は
心
の
こ

も
っ
た
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
鳴
り
止
ま
ぬ

手
拍
子
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

和束中学校

笠置中学校
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実
施
日　

12
月
13
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

﹃
健
康
体
操
﹄︵
笠
置
町
︶

﹃
大
人
の
英
会
話
教
室
﹄

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

12
月
３
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

●
和
束
町
＆
南
山
城
村
合
同
教
室

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

実
施
日　

12
月
17
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

　
　
　
　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

英
会
話
教
室
の
参
加
者
な
ら
び
に
中

学
生
以
上
の
３
町
村
在
住
・
在
勤
者

参
加
費　

３
０
０
円
（
お
菓
子
、
飲
み
物
代
） 

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
ち
物　

 
筆
記
用
具
、
５
０
０
円
程
度
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
当
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を

お
こ
な
い
ま
す
）

定　

員　

各
教
室 

先
着
10
人

申
込
受
付　

12
月
３
日
（
月
）
～
12
日
（
水
）
ま
で

　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

講

　座

催

　し

水道メーター検針員募集について（笠置町）
笠置町全域の水道メーター検針員を募集します。
詳細は笠置町ホームページをご覧ください。　http://www.town.kasagi.lg.jp/

日　

時　

12
月
22
日（
土
）～
３
月
21
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※ 

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜

日
）
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

8₆･

５
１
９
９

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４･

8₆･

５
５
８
９

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展

　
﹁
暮
ら
し
の
道
具　

い
ま
む
か
し
﹂

実
施
日　

12
月
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

﹃
親
と
子
の
茶
道
教
室
﹄︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

12
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

行
政
相
談
︵
和
束
町
︶

相

　談

実
施
日　

12
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

人
権
・
行
政
相
談
︵
笠
置
町
︶

実
施
日　

12
月
７
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
︵
和
束
町
︶

実
施
日　

12
月
20
日
（
木
）

会
場
・
時
間　

①
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　

②
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

講　

師　

勝
田
智
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
（
高

校
生
不
可
）

参
加
費　

１
７
０
０
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

定　

員　

各
教
室 

先
着
10
人

申
込
受
付　

12
月
７
日
（
金
）
ま
で

　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

﹃
お
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
﹄︵
３
町
村
︶

実
施
日

場　

所

12
月

11
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

19
日
（
水
）
東
部
集
会
所

21
日
（
金
）
笠
置
会
館

26
日
（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
︵
笠
置
町
︶

実
施
日　

12
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

無
料
法
律
相
談
︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

12
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談︵
南
山
城
村
︶

実
施
日

場　

所

12
月
19
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

21
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４�

健
康
相
談
︵
南
山
城
村
︶

日　

時　

12
月
３
日
（
月
）
～
17
日
（
月
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

和
束
町
の
昔
の
暮
ら
し

内　

容　

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
町

の
昔
の
写
真
を
収
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
は
、
昔
の
和
束
の
暮

ら
し
が
わ
か
る
写
真
の
一
部
を
展
示

し
ま
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、

和
束
町
史
編
さ
ん
室
﹃
写
真
展
示
﹄

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₄
・
８
９
５
２

日　

時　

12
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～　

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

き
こ
え
の
相
談
会

分

　
　
　
　

②
笠
置
町
産
業
振
興
会
館18

歳
以
上
（
高
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ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年 10 月受付）
　氏　名：匿名希望　住　所：千葉県千葉市　寄付金額：10,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

そ
の
他

　

神
経
内
科
は
平
成
31
年
１
月
か
ら
標
榜
科
名

を
、「
脳
神
経
内
科
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

従
来
、｢

神
経
内
科｣

の
病
名
が｢

精
神
科
」

や｢

心
療
内
科｣

と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

一
方
、
専
門
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
が

適
切
な
時
期
に
受
診
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

脳
・
神
経
・
筋
疾
患
を
、
内
科
的
専
門
知
識
と

技
術
を
持
っ
て
診
療
す
る
診
療
科
で
あ
る
こ
と

を
わ
か
り
や
す
く
す
る
観
点
か
ら
変
更
す
る
も

の
で
す
。

　

今
後
と
も
当
診
療
科
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ

　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
０
７
７
４･

72･

０
２
３
５

神
経
内
科
の
標
榜
科
名
を

�

﹁
脳
神
経
内
科
﹂
に
変
更
し
ま
す

３町村・相楽東部広域連合年末年始業務体制
機　関　名 通常業務の休み・休診

笠置町
　笠置町役場

12 月 29 日（土）〜平成 31 年１月３日（木）

　笠置町産業振興会館
　笠置町循環バス

和束町 　和束町役場
　和束町国保診療所

南山城村

　南山城村役場
　南山城村文化会館やまなみホール
　村営バス・コミュニティバス
　南山城村保健福祉センター

相楽東部
広域連合

　相楽東部広域連合

　総務課
　教育委員会
　教育委員会笠置町分室
　教育委員会南山城村分室

　相楽東部広域連合管内　小・中学校 12 月 28 日（金）〜平成 31 年１月４日（金）
　笠置児童館

12 月 29 日（土）〜平成 31 年１月３日（木）　相楽東部クリーンセンター
相楽東部広域バス

医療従事者届についてのおしらせ
　医療従事者等の資格（下記表を参照）を有する方で、該当する方は、もれなく届出が必要になります。
※届出は平成 31 年１月 15 日（火）までに済ませてください。

関係法令による届出義務者 就業地等の区別 届出先
医 師
歯 科 医 師
薬 剤 師

有資格者全員
※１よりダウンロード可

住所地または就業地が京都府内 管轄の府内保健所

保 健 師
助 産 師
看 護 師
准 看 護 師
歯 科 衛 生 士
歯 科 技 工 士

平成 30 年 12 月 31 日現在業
務に従事している方
※２よりダウンロード可

就業地が京都市内
京都府医療課
☎075・414・4754

就業地が京都府内 管轄の府内保健所

※１厚生労働省ホームページ
　　 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/tp181016.html
※２京都府ホームページ　http://www.pref.kyoto.jp/iryo/
問合せ　京都府山城南保健所　☎０７７４・72・４３０１

内　

容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時

間
程
度
）

対　

象　
 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
12
月 

12

日
（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２
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本
人
通
知
制
度
と
は

　

３
町
村
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
方
が
事
前
に

登
録
し
て
お
け
ば
、
そ
の
方
の
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
本
人
等
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交

付
し
た
と
き
、
そ
の
交
付
し
た
事
実
を
登
録
者
本
人

に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正
請
求

の
抑
止
や
、
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害

防
止
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

一
度
登
録
す
れ
ば
永
年
と
な
り
ま
す
が
、
転
出
・

転
居
等
の
住
所
異
動
や
戸
籍
の
届
出
等
に
よ
り
、
登

録
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
又
は
登
録
を
廃
止
し

た
い
場
合
は
、
別
に
本
制
度
の
変
更
・
廃
止
の
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※�

同
一
世
帯
の
方
が
同
時
に
本
人
通
知
制
度
の
申
請

を
さ
れ
る
場
合
は
、
一
枚
の
申
請
書
に
署
名
し
て

頂
く
こ
と
で
委
任
状
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
本
人
通
知
が
届
い
た
場
合
、
各
町
村
役
場

に
て
開
示
請
求
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
個
人
情
報
な
ど
開
示
で
き
な
い
情
報
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
役
場
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）

住
民
票
の
写
し
等
の

事
前
登
録
型
本
人
通

知
制
度
の
ご
案
内

= 事業主のみなさまへ =
　労働保険の成立手続はおすみですか　労働者を 1 人でも雇用していれば、労働保険に加入する必要があります。
問合せ　京都労働局労働保険徴収課　☎ 075・241・3213

ご
み
の
出
し
方

　

相
楽
東
部
３
町
村
で
は
次
の
と
お
り
ご
み
の
分
別
収
集
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
燃
え
る
ご
み

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

生
ご
み
・
紙
類
・
布
類
・
木
く
ず
・
紙
お
む
つ

　

◇�

生
ご
み
の
約
６
割
は
水
分
で
す
。
十
分
に
水
切
り
を
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

◇
食
用
油
は
固
め
る
か
、
紙
な
ど
に
浸
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

紙
類
は
ク
リ
ッ
プ
や
ホ
ッ
チ
キ
ス
等
は
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

◇�

刈
草
等
は
乾
か
し
て
土
を
取
っ
て
、
燃
え
る
ご
み
の
袋
に
い
れ
て

収
集
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

燃
え
る
ご
み
の
袋
に
入
ら
な
い
竹
・
木
類
は
必
ず
１
ｍ
以
内
に
切

断
し
紐
で
束
ね
収
集
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
直
径
が
30

㎝
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
50
㎝
以
内
に
切
断
し
て
く
だ
さ

い
。

　

◇�

紙
お
む
つ
は
汚
物
を
取
り
除
き
新
聞
紙
等
で
包
ん
で
燃
え
る
ご
み

の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
缶
類

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

ジ
ュ
ー
ス
の
缶
・
ビ
ー
ル
の
缶
・
缶
詰
の
缶
・
一
斗
缶
・

ス
プ
レ
ー
缶

　

◇
中
身
を
全
部
取
り
除
き
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
に
つ
い
て
は
中
身
が
残
っ
た

ま
ま
で
あ
る
と
、
発
火
事
故
の
原
因
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。
使

い
き
っ
て
缶
類
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

家
具
類
・
ふ
と
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
ア
ル
ミ
製
品
・

調
理
器
具
電
化
製
品
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

エ
ア
コ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
を
除
く
）

　

◇�

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
布
団
な
ど
は
小
さ
く
た
た
み
、
縛
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

◇�

刃
物
等
の
危
険
な
も
の
は
、
紙
な
ど
に
包
ん
で
品
目
を
明
記
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

ガ
ラ
ス
や
鏡
な
ど
は
収
集
や
処
理
の
事
故
防
止
の
為
、
段
ボ
ー
ル

箱
等
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

小
型
家
電
は
各
役
場
の
小
型
家
電
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

●
ビ
ン
・
せ
と
も
の

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

ジ
ュ
ー
ス
の
ビ
ン
・
酒
の
ビ
ン
・
調
味
料
の
ビ
ン
・

茶
碗
・
植
木
鉢

　

◇
中
身
を
全
部
取
り
除
き
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇
キ
ャ
ッ
プ
や
ふ
た
は
必
ず
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

外
し
た
ふ
た
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
に
、金
属
製
の
も
の
は
粗
大
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇
農
薬
の
ビ
ン
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

ジ
ュ
ー
ス
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
し
ょ
う
ゆ
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

　

◇�

出
す
と
き
は
袋
な
ど
に
入
れ
ず
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
て
あ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専
用
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

◇
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇
中
身
を
全
部
取
り
除
き
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
外
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�

た
ば
こ
の
吸
殻
や
灰
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

◇�

処
理
方
法
の
関
係
上
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
さ
ず
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

菓
子
袋
・
食
品
ト
レ
イ
・
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
・
シ
ャ

ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
の
容
器
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル

　

◇�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

◇�
食
べ
残
し
な
ど
の
生
ご
み
は
必
ず
取
り
除
き
、
液
状
の
汚
れ
は
水

で
洗
い
流
す
か
新
聞
紙
等
で
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�
レ
ジ
袋
な
ど
に
小
分
け
に
せ
ず
、
ば
ら
ば
ら
に
し
て
指
定
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

出
せ
る
も
の

（
一
例
）

歯
ブ
ラ
シ
・
ゴ
ム
製
品
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
・
靴
・

鞄
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
玩
具

　

◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
。

　

◇�

ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
な
も
の
は
粗
大
ご
み
の
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
収
集
で
き
な
い
も
の
（
一
例
）

　

◇�

家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）・
パ

ソ
コ
ン

　

◇�

農
機
具
・
自
動
車
部
品
・
バ
イ
ク
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
タ
イ
ヤ
・
建

築
廃
材

　

◇
危
険
品
（
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
消
火
器
・
廃
油
・
農
薬
・
火
薬
等
）

※�

ご
み
の
出
し
方
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
16
ペ
ー
ジ
「
ご
み
収
集
年
末

年
始
業
務
体
制
」
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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=事業主の皆さまへ=
｢働き方｣ が変わります！～2019年４月１日から働き方関連法が順次施行～
　①時間外労働の上限規制が導入されます（2019 年４月１日～ ※中小企業は 2020 年４月１日～）
　②年５日間の年次有給休暇の付与が義務づけられます（2019 年４月１日～）
　③正規労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差が禁止されます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2020 年４月１日～ ※中小企業は 2021 年４月１日～）
◇詳しくはこちらをご覧ください。　京都労働局ホームページ⇒トップページ 働き方改革 をクリック
　厚生労働省ホームページ　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html
問合せ　〔時間外労働の上限規制や年次有給休暇の付与〕
　　　　京都労働局労働基準部監督課　☎ 075・241・3214
　　　　または京都南労働基準監督署　☎ 075・601・8322
　　　　〔正規労働者と非正規労働者の不合理な待遇差の解消〕
　　　　京都労働局雇用環境・均等室　☎ 075・241・3212

　�　精華町の「華」と南山城村の「お茶」がコラボ
します。「お茶の京都」で制作した精華町と南山
城村の一坪茶室の展示・いけばな展・南山城村「道
の駅」出店などがあります。

　　上品で贅沢な和の世界を堪能してみませんか。
日　時　平成 31 年１月 12 日（土）～ 14 日（月・祝）
　　　　午前９時～午後５時
　　　　　（イベントによって時間は変更）
場　所　けいはんな記念公園
　　　　　※けいはんな記念公園の入園料が
　　　　　　必要です。
　　　　　　一般 200 円・小中学生 100 円
　　　　　　（60 歳以上証明書提示で無料）
問合せ　けいはんな記念公園管理事務所
　　　　京都府相楽郡精華町精華台６丁目 1 番地
　　　　☎ 0774・93・1200

　笠置小学校「ふるさと学習」の一貫で、小学生の
デザインがそのまま商品化された「雲海コロッケラ
イス」が、いこいの館レストラン「いこいのはなこ」
にて販売されいます。
　11 月～ 12 月末までの年内限定ですので、笠置の
雲海をモチーフ
にした料理を一
度味わいに来て
ください。

華あそび 雲海コロッケライス

宇治茶ムリエ講座笠置町統計調査登録調査員募集
　「宇治茶」の魅力を広く発信し、宇治茶ファンの
拡大と消費拡大に繋げることを目的として「日本茶
インストラクター」による産地ならではの体験型の
講座を開きます。
日　時　平成 31 年１月 23 日（水）
　　　　午後２時～３時
場　所　南山城村文化会館 やまなみホール
内　容　�宇治茶に関する座学と宇治煎茶の淹れ方教室
定　員　約 20 人
受　付　�平成 31 年１月９日（水）までに「京都山城・

宇治茶の郷ホームページ【http://www.pre 
f.kyoto.jp/yamashiro/ocha/index.
html】からお申込みください。

問合せ　京都府山城広域振興局 企画調整室
　　　　☎０７７４・21・２３９２
　　　　FAX０７７４・22・８８６５

統計調査員とは？
　各統計調査の実施時に統計調査の事務をおこなっ
ていただく方で、京都府知事に任命される非常勤の
地方公務員です。各統計により任命期間は異なりま
すが、概ね２ヶ月程度です。
仕事内容
　統計調査の事務（調査票の配布や回収・点検等）
募集要件
　原則 20 歳以上、責任を持って調査事務を遂行で
きる方。
※�税務・警察に直接関係している方、選挙の立候補

予定者、選挙運動員、特定の候補者の応援活動を
おこなう方、暴力団員、暴力団密接関係者は統計
調査員になる事はできません。
問合せ　笠置町総務財政課
　　　　☎０７４３・95・２３０１（代表）
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今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書
下町ロケット　ゴースト 池井戸潤
ドッペルゲンガーの銃 倉知淳

「その後」のゲゲゲの女房 武良布枝

児童書
アチチの小鬼 岡田淳

レシピにたくした料理人の夢 百瀬しのぶ
ルイスと不思議の時計 ジョン・ベレアーズ

和 束 町

一般書
愛なき世界 三浦しをん

ブロードキャスト 湊かなえ
地球星人 村田沙耶香

児童書
おいもころころ いもとようこ

10 ぽんのぷりぷりソーセージ トール・フリーマン
痛快 ! 天才キッズ・ミッチー 宗田理

南山城村

一般書
ののはな通信 三浦しをん

この嘘がばれないうちに 川口俊和
シロウト夫婦のきょうも畑日和 金田妙

児童書
単位のひみつ モノの数え方 桜井進

へんしんたんてい あきやまただし
うちゅうはきみのすぐそばに いわやけいすけ

Ⓠ 
数
日
前
に
税
金
対
策
に
な
る

保
険
に
入
ら
な
い
か
と
職
場
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
や
ん
わ

り
と
断
っ
た
が
、
ま
た
か
か
っ
て

き
て
話
だ
け
で
も
聞
い
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
言
わ
れ
た
の
で
「
日

に
ち
が
あ
え
ば
・
・
・
」
と
言
っ

て
電
話
を
切
っ
た
。
数
日
後
ま
た

か
か
っ
て
き
た
の
で
断
っ
た
と
こ

ろ
、
す
ご
ま
れ
、
そ
の
後
も
嫌
が

ら
せ
の
よ
う
に
し
つ
こ
く
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
困
っ
て
い
る
が
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
携
帯
電
話
か

ら
か
か
っ
て
き
て
お
り
、
会
社
名

は
聞
い
て
い
な
い
。

 

（
50
歳
代
男
性
）

Ⓐ 

こ
の
よ
う
に
保
険
な
ど
の
勧

誘
電
話
が
し
つ
こ
い
と
い
う
相
談

は
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成
21
年
12
月
に｢

特
定
商
取
引
法
」

が
改
正
さ
れ
、
電
話
勧
誘
販
売
、

も
し
く
は
訪
問
販
売
の
場
合
、
消

費
者
が｢

い
ら
な
い｣

｢

興
味
が

な
い｣

と
は
っ
き
り
勧
誘
を
断
っ

た
場
合
に
は
、
業
者
が
引
続
き
勧

誘
し
た
り
、
再
度
勧
誘
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
再

勧
誘
の
禁
止
）
こ
の
規
定
に
反
し

た
場
合
は
そ
の
業
者
は
業
務
停
止

命
令
な
ど
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
相
談
で
は
、
次
に
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
会
社
名
・
連
絡

先
・
担
当
者
名
を
聞
い
て
は
っ
き

り
断
っ
た
う
え
で
、「
再
勧
誘
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
」
と
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
聞
い
た
と
言
っ
て

電
話
を
切
る
よ
う
に
助
言
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
特
に
年
末
に
か
け

て
悪
質
商
法
（
ニ
セ
電
話
詐
欺
な

ど
）
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
又
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
₇₂
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
₁₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総

合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より

南山城村図書室より

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　12月23日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター
☆『お話しを絵にしよう』作品募集要項
　あなたの好きな本を読んで、感じたことや思ったことを絵にしてください。
　◇対象者は和束町に住む幼児と小学生です。

☆『クリスマス　おはなし会』のご案内
　日　時　12月16日（日）午後１時30分～３時
　場　所　南山城村図書室

★ Pick UP ★

「単位のひみつ モノの数え方」
桜井　進 / 監修

　身近なモノの「数え方」と、モ
ノをはかるときの基準となる「単
位」のふしぎとひみつを、写真や
イラストといっしょにわかりやす
く解説されています。単位がどこ
で使われていて、どんな成り立ち
でつくられたのかがわかります。

年末年始の開室および休室について
　３町村とも 28日（金）午前中は通常どおり開室、午後は清
掃のため休室します。また、年始の開室については、笠置町中
央公民館図書室は１月７日（月）、和束町体験交流センター図書
室は５日（土）、南山城村図書室は６日（日）からです。

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

｢

し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
販
売
に
ご
注
意
！｣

◇ 画用紙を使い、大きさや表現（クレヨン画、水彩画、はり絵、版画など）
は自由です。

◇ 絵の裏に名前、住所、性別、学校（保育園）名、学年（園児は年齢）、
読んだ本の題名を記入し、平成31年１月27日（日）までに提出して
ください。

◇ 提出先・問合せ先は、和束町体験交流センター図書室（☎0774・
78・4013）、または相楽東部広域連合教育委員会（☎0774・78・
4335）です。

◇ 作品は２月から和束町体験交流センターホール、和束町役場住民ホー
ルに展示し、終了後に作品はお返しします。なお、詳しい展示期間は
次号でおしらせします。また、応募者には参加賞をお渡しします。

★ Pick UP ★

「単位のひみつ モノの数え方」

図書室
　だよ

り



環 境

ベストショット今月の

３町村人口 人口・世帯数（平成30年 11月１日現在）

笠　置　町● ●

人　口　1,339 人 （減 4）
世帯数　　642 世帯（減 2）

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

和　束　町● ●

〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

南山城村● ●

人　口　2,764 人　　（0）
世帯数　1,241 世帯　（0）

人　口　3,975 人 （減 5）
世帯数　1,712 世帯（増 2）

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

～秋色に染まる山の彩りを満喫 !! ～

　11月1日（木）～30日（金）までの間、笠置もみじ公園にて夜間ライト
アップをおこない、幻想的なもみじを見ることができました。
　10日（土）には、もみじまつりのオープニングイベントとして、笠置い
こいの館にて琴の演奏会が開かれました。
　17日（土）には、真っ赤に染まったもみじの絨毯の上で、もみじまつり
をおこない、大感謝祭ビンゴゲーム大会も大盛況でした。
　また、笠置町産業振興会館前では、きじ釡めしやコーヒーの販売、懐か
しの名曲が蘇る「商店街音楽祭」をおこないました。
　多くの方がもみじの幻想的な雰囲気に感嘆されていました。

笠置町

笠置もみじ公園

ごみ収集　年末年始業務体制ごみ収集　年末年始業務体制

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課
和束町農村振興課

南山城村産業生活課
相楽東部クリーンセンター

☎ 0743･95･2301（代表）
☎ 0774･78･3008（直通）

☎ 0743･93･0105（直通）
☎ 0774･78･4153

ごみ収集
※収集日の変更

　●笠置町の１月１日（水）ペットボ
トルは１月９日（水）に、１月９
日（水）ビン類は１月 16日（水）
に変更になります。

　●和束町の 12 月 27 日（木）燃え
るごみが容器プラに変更になり、
12月 29 日（土）容器プラが燃え
るごみに変更になります。

笠置町・和束町・南山城村におけるごみ収集の年末年始業務体制は以下のとおりです。

※相楽東部クリーンセンターへの一般持込みごみは、年末 12 月 28 日（金）まで、年始は１月４日（金）
からとさせていただきます。

12月27日（木）
12月28日（金）
12月29日（土）
12月30日（日）
12月31日（月）
１月１日（火）
１月２日（水）
１月３日（木）
１月４日（金）
１月５日（土）

笠置町
̶

燃えるごみ
容器プラ

燃えるごみ
その他プラ

和束町
容器プラ
カン類
燃えるごみ

せともの類
容器プラ

南山城村
容器プラ
燃えるごみ
̶

燃えるごみ
̶
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